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1. 緒言 

バイオマーカータンパク質の高感度検出に関する研究は種々の疾病の早期診断に繋がることか

ら世界中で盛んに行われている。タンパク質の高感度検出は表面プラズモン共鳴 (SPR)や

Enzyme-Linked Immunosorbent Assay (ELISA)などの方法により試みられてきたが、SPRは簡便かつ

迅速である一方で感度が不十分かつ高価な装置・チップが必要といった欠点があり、ELISAは高

感度かつ装置・チップが安価であるが時間がかかるという問題点があった。この2つの欠点を克服

したセンシングツールとして、SPRによる光の局在化現象を利用して蛍光増強を生じさせるプラ

ズモン励起増強蛍光（SPF）を利用したプラズモニックチップが開発された。このプラズモニック

チップは，金属薄膜でコーティングした波長オーダーの周期構造を表面に有しており、ELISAと

同程度の高感度で簡便・迅速な測定が可能である。また光硬化性樹脂により周期構造を形成して

金属を成膜しているため、安価であるといった特徴を持つ。  

本研究ではプラズモニックチップ上に、がん早期診断のためのバイオマーカータンパク質であ

る C-Reactive protein(CRP)に対する特異的リガンドとして働くホスホリルコリン基を側鎖に有す

る 2-Methacryloyloxyethyl Phosphorylcholine(MPC)を高密度に固定化し、フロー系にて Cy5 修飾

Anti-CRP (Cy5-Anti-CRP)を二次抗体に用いて蛍光顕微鏡によるCRPのサンドイッチ型高感度蛍光

検出を試みた。 

 

2. 実験 

プラズモニックチップ(Ti/Ag /Ti/SiO2)に APTES でシランカップリング処理を施し、表面にアミ

ノ基を導入し、2-Bromoisobutyryl Bromideを用いて Br基を導入した。得られたプラズモニックチ

ップにMPC、CuBr2、Me6TREN を純水に溶解させたプレポリマー溶液を滴下し、脱気窒素置換を

行った。そこに ascorbic acid を加え、表面開始原子移動ラジカル重合を行った。重合後のプラズ

モニックチップは 1 M EDTA-4Na水溶液にて銅の除去を行った。このプラズモニックチップにフ

ロー系にて CRP を相互作用させ、その後、Cy5-Anti-CRP を順次相互作用させ、蛍光顕微鏡にて

CRP の検出を行った。またリガンド－タンパク質相互作用を用いる高感度検出をグルタチオン-S-

トランスフェラーゼ-πに対しても同様の手法で検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure.1 High sensitivity detection of CRP on Plasmonic chip 
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